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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　広帯域無線接続通信システムにおいて基地局（ＢＳ）がトラヒック指示メッセージを送
信する方法であって、
　移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッセージを送信するステップを具
備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、ポジティブ指示の数の情報および複数のスリープ識
別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、
　スリープ識別子は、移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されるときに
前記基地局によって固有に割り当てられ、
　ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入者端末機に送信されることを表わすこと
を特徴とする方法。
【請求項２】
　前記トラヒック指示メッセージを送信する前に前記移動加入者端末機にスリープ応答メ
ッセージを送信するステップをさらに具備し、
　前記スリープ応答メッセージは、前記スリープ識別子の情報を含むことを特徴とする請
求項１記載の方法。
【請求項３】
　広帯域無線接続通信システムにおいて移動加入者端末機（ＭＳＳ）がトラヒック指示メ
ッセージを受信する方法であって、
　基地局（ＢＳ）から前記トラヒック指示メッセージを受信するステップを具備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、ポジティブ指示の数の情報および複数のスリープ識
別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、
　スリープ識別子は、前記移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されると
きに前記基地局によって固有に割り当てられ、
　ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入者端末機に送信されることを表わすこと
を特徴とする方法。
【請求項４】
　前記移動加入者端末機のスリープ識別子が前記複数のスリープ識別子に含まれるか否か
検出するステップと、
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　前記移動加入者端末機のスリープ識別子が前記複数のスリープ識別子に含まれるか否か
に対応して状態遷移するか否か決定するステップと、
をさらに具備することを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記検出の結果に対応して状態遷移するか否か決定するステップは、
　前記移動加入者端末機のスリープ識別子が前記複数のスリープ識別子に含まれるときア
ウェイクモードへ状態遷移するステップを具備することを特徴とする請求項４記載の方法
。
【請求項６】
　前記トラヒック指示メッセージを受信する前に前記基地局からスリープ応答メッセージ
を受信するステップをさらに具備し、
　前記スリープ応答メッセージは、前記移動加入者端末機のスリープ識別子の情報を含む
ことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項７】
　広帯域無線接続通信システムにおいて基地局（ＢＳ）がトラヒック指示メッセージを送
信する方法であって、
　移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッセージを送信するステップを具
備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、移動加入者端末機のグループ数の情報および複数の
トラヒック指示インデックスの情報を含み、
　前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、
　前記トラヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に
割り当てられ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、
　前記所定数のビットは、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加
入者端末機の数と同一であり、
　前記所定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記
移動加入者端末機の各々に割り当てられ、
　前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報を表わすことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記動作遂行指示情報は、聴取区間の間、該当移動加入者端末機が遂行する動作の情報
を含むことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記動作は、第１の動作、第２の動作、第３の動作のうち１つを含み、
　前記第１の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間が満了した後、スリープ
モードを維持し、
　前記第２の動作の間、該当移動加入者端末機は、アウェイクモードへ状態遷移し、
　前記第３の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間の間、次のトラヒック指
示メッセージの受信を待機せず、即座にスリープモードへ状態遷移することを特徴とする
請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　広帯域無線接続通信システムにおいて移動加入者端末機（ＭＳＳ）がトラヒック指示メ
ッセージを受信する方法であって、
　基地局（ＢＳ）から前記トラヒック指示メッセージを受信するステップを具備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、移動加入者端末機のグループ数の情報および複数の
トラヒック指示インデックスの情報を含み、
　前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、
　前記トラヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に
割り当てられ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、
　前記所定数のビットは、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加
入者端末機の数と同一であり、
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　前記所定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記
移動加入者端末機の各々に割り当てられ、
　前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報を表わすことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記動作遂行指示情報は、聴取区間の間、該当移動加入者端末機が遂行する動作の情報
を含むことを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記動作は、第１の動作、第２の動作、第３の動作のうち１つを含み、
　前記第１の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間が満了した後、スリープ
モードを維持し、
　前記第２の動作の間、該当移動加入者端末機は、アウェイクモードへ状態遷移し、
　前記第３の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間の間、次のトラヒック指
示メッセージの受信を待機せず、即座にスリープモードへ状態遷移することを特徴とする
請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メッセージを送信するシステムで
あって、
　移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッセージを送信する基地局（ＢＳ
）を具備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、ポジティブ指示の数の情報および複数のスリープ識
別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、
　スリープ識別子は、移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されるときに
前記基地局によって固有に割り当てられ、
　ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入者端末機に送信されることを表わすこと
を特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記基地局は、前記トラヒック指示メッセージを送信する前に前記移動加入者端末機に
スリープ応答メッセージを送信し、
　前記スリープ応答メッセージは、前記スリープ識別子の情報を含むことを特徴とする請
求項１３記載のシステム。
【請求項１５】
　広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メッセージを受信するシステムで
あって、
　基地局（ＢＳ）から前記トラヒック指示メッセージを受信する移動加入者端末機（ＭＳ
Ｓ）を具備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、ポジティブ指示の数の情報および複数のスリープ識
別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、
　スリープ識別子は、前記移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されると
きに前記基地局によって固有に割り当てられ、
　ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入者端末機に送信されることを表わすこと
を特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記移動加入者端末機は、前記移動加入者端末機のスリープ識別子が前記複数のスリー
プ識別子に含まれるか否か検出し、前記移動加入者端末機のスリープ識別子が前記複数の
スリープ識別子に含まれるか否かに基づいて状態遷移するか否か決定することを特徴とす
る請求項１５記載のシステム。
【請求項１７】
　前記移動加入者端末機は、前記移動加入者端末機のスリープ識別子が前記複数のスリー
プ識別子に含まれるときアウェイクモードへ状態遷移することを特徴とする請求項１６記
載のシステム。
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【請求項１８】
　前記移動加入者端末機は、前記トラヒック指示メッセージを受信する前に前記基地局か
らスリープ応答メッセージを受信し、
　前記スリープ応答メッセージは、前記移動加入者端末機のスリープ識別子の情報を含む
ことを特徴とする請求項１５記載のシステム。
【請求項１９】
　広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メッセージを送信するシステムで
あって、
　移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッセージを送信する基地局（ＢＳ
）を具備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、移動加入者端末機のグループ数の情報および複数の
トラヒック指示インデックスの情報を含み、
　前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、
　前記トラヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に
割り当てられ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、
　前記所定数のビットは、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加
入者端末機の数と同一であり、
　前記所定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記
移動加入者端末機の各々に割り当てられ、
　前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報を表わすことを特徴とするシステム。
【請求項２０】
　前記動作遂行指示情報は、聴取区間の間、該当移動加入者端末機が遂行する動作の情報
を含むことを特徴とする請求項１９記載のシステム。
【請求項２１】
　前記動作は、第１の動作、第２の動作、第３の動作のうち１つを含み、
　前記第１の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間が満了した後、スリープ
モードを維持し、
　前記第２の動作の間、該当移動加入者端末機は、アウェイクモードへ状態遷移し、
　前記第３の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間の間、次のトラヒック指
示メッセージの受信を待機せず、即座にスリープモードへ状態遷移することを特徴とする
請求項２０記載のシステム。
【請求項２２】
　広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メッセージを受信するシステムで
あって、
　基地局（ＢＳ）から前記トラヒック指示メッセージを受信する移動加入者端末機（ＭＳ
Ｓ）を具備し、
　前記トラヒック指示メッセージは、移動加入者端末機のグループ数の情報および複数の
トラヒック指示インデックスの情報を含み、
　前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、
　前記トラヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に
割り当てられ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、
　前記所定数のビットは、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加
入者端末機の数と同一であり、
　前記所定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記
移動加入者端末機の各々に割り当てられ、
　前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報を表わすことを特徴とするシステム。
【請求項２３】
　前記動作遂行指示情報は、聴取区間の間、該当移動加入者端末機が遂行する動作の情報
を含むことを特徴とする請求項２２記載のシステム。
【請求項２４】
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　前記動作は、第１の動作、第２の動作、第３の動作のうち１つを含み、
　前記第１の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間が満了した後、スリープ
モードを維持し、
　前記第２の動作の間、該当移動加入者端末機は、アウェイクモードへ状態遷移し、
　前記第３の動作の間、該当移動加入者端末機は、前記聴取区間の間、次のトラヒック指
示メッセージの受信を待機せず、即座にスリープモードへ状態遷移することを特徴とする
請求項２３記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　このような目的を達成するために、本発明の第１の特徴によれば、広帯域無線接続通信
システムにおいて基地局（ＢＳ）がトラヒック指示メッセージを送信する方法は、移動加
入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッセージを送信するステップを具備し、前
記トラヒック指示メッセージは、ポジティブ指示の数の情報および複数のスリープ識別子
（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、スリープ識別子は、移動加入者端末機がスリープモードに
入るように指示されるときに前記基地局によって固有に割り当てられ、ポジティブ指示は
、トラヒックが前記移動加入者端末機に送信されることを表わすことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　本発明の第２の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいて移動加入者端末機
（ＭＳＳ）がトラヒック指示メッセージを受信する方法は、基地局（ＢＳ）から前記トラ
ヒック指示メッセージを受信するステップを具備し、前記トラヒック指示メッセージは、
ポジティブ指示の数の情報および複数のスリープ識別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、ス
リープ識別子は、前記移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されるときに
前記基地局によって固有に割り当てられ、ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入
者端末機に送信されることを表わすことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　本発明の第３の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいて基地局（ＢＳ）が
トラヒック指示メッセージを送信する方法は、移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒ
ック指示メッセージを送信するステップを具備し、前記トラヒック指示メッセージは、移
動加入者端末機のグループ数の情報および複数のトラヒック指示インデックスの情報を含
み、前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、前記
トラヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に割り当
てられ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、前記所定数のビットは、前記移
動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加入者端末機の数と同一であり、
　前記所定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記
移動加入者端末機の各々に割り当てられ、前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情
報を表わすことを特徴とする。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　本発明の第４の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいて移動加入者端末機
（ＭＳＳ）がトラヒック指示メッセージを受信する方法は、基地局（ＢＳ）から前記トラ
ヒック指示メッセージを受信するステップを具備し、前記トラヒック指示メッセージは、
移動加入者端末機のグループ数の情報および複数のトラヒック指示インデックスの情報を
含み、前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、前
記トラヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に割り
当てられ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、前記所定数のビットは、前記
移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加入者端末機の数と同一であり、
前記所定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移
動加入者端末機の各々に割り当てられ、前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報
を表わすことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　本発明の第５の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メ
ッセージを送信するシステムは、移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッ
セージを送信する基地局（ＢＳ）を具備し、前記トラヒック指示メッセージは、ポジティ
ブ指示の数の情報および複数のスリープ識別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、スリープ識
別子は、移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されるときに前記基地局に
よって固有に割り当てられ、ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入者端末機に送
信されることを表わすことを特徴とする。
　本発明の第６の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メ
ッセージを受信するシステムは、基地局（ＢＳ）から前記トラヒック指示メッセージを受
信する移動加入者端末機（ＭＳＳ）を具備し、前記トラヒック指示メッセージは、ポジテ
ィブ指示の数の情報および複数のスリープ識別子（ＳＬＰＩＤ）の情報を含み、スリープ
識別子は、前記移動加入者端末機がスリープモードに入るように指示されるときに前記基
地局によって固有に割り当てられ、ポジティブ指示は、トラヒックが前記移動加入者端末
機に送信されることを表わすことを特徴とする。
　本発明の第７の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メ
ッセージを送信するシステムは、移動加入者端末機（ＭＳＳ）へ前記トラヒック指示メッ
セージを送信する基地局（ＢＳ）を具備し、前記トラヒック指示メッセージは、移動加入
者端末機のグループ数の情報および複数のトラヒック指示インデックスの情報を含み、前
記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、前記トラヒ
ック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に割り当てられ
、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、前記所定数のビットは、前記移動加入
者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加入者端末機の数と同一であり、前記所定
数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加入者
端末機の各々に割り当てられ、前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報を表わす
ことを特徴とする。
　本発明の第８の特徴によれば、広帯域無線接続通信システムにおいてトラヒック指示メ
ッセージを受信するシステムは、基地局（ＢＳ）から前記トラヒック指示メッセージを受
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信する移動加入者端末機（ＭＳＳ）を具備し、前記トラヒック指示メッセージは、移動加
入者端末機のグループ数の情報および複数のトラヒック指示インデックスの情報を含み、
前記移動加入者端末機のグループの各々は、所定数の移動加入者端末機を含み、前記トラ
ヒック指示インデックスの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に割り当てら
れ、かつ所定数のビットを含むビットマップを含み、前記所定数のビットは、前記移動加
入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加入者端末機の数と同一であり、前記所
定数のビットの各々は、前記移動加入者端末機のグループの各々に含まれる前記移動加入
者端末機の各々に割り当てられ、前記所定数のビットの各々は、動作遂行指示情報を表わ
すことを特徴とする。
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